
1 
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Oasisが 2026年６月 10日に公表した資料に対する当社の見解 
 

当社株主である Oasis Management Company Ltd.（以下「Oasis」）が 2026 年６月 10 日に公表したプ

レゼンテーション資料及びプレスリリース（以下「Oasis 6/10 資料」）に対する当社の見解を、下記の

とおりお知らせいたします。 

 

Oasis 6/10資料には、当社が Oasis の主張を歪曲したとの内容が含まれていますが、当社が認識する

Oasis との対話の経緯は、2026 年６月５日に開示した「Oasisが公表したプレゼンテーション資料につ

いての当社見解のまとめ」*１（以下「当社 6/5 資料」）に記載のとおりです。 

なお、当社が策定したロードマップ*２の実現性に関しては、当社 6/5 資料および当社が 2026 年５月

22 日に開示した「「企業価値最大化に向けたロードマップ」に関する補足説明」*３をご参照ください。 

Oasis 6/10資料の内容には、当社の認識と異なる記載が含まれております。株主の皆様におかれまし

ては、正確な事実に基づき当社の見解をご理解いただきたく、お願い申し上げます。 

 

 当社は、企業価値の持続的な向上に向けて、新任社外取締役４名の選任、本年８月の CFO の参画、ロ

ードマップの検証および中期経営計画（2027 年４月開示予定）の策定に向けた企業価値向上委員会の設

置など、経営体制とコーポレート・ガバナンスの強化を着実に進めております。これら一連の変革を主

導してきた髙畑社長・髙木社外取締役を含む会社提案の取締役体制のもと、各種施策を実行してまいり

ます（詳細は当社 6/5資料をご参照ください）。 

 また、当社は Oasisを含む株主・投資家の皆様との対話を今後も継続し、対話の過程で寄せられるご

指摘も踏まえて、企業価値向上策を進めてまいります。 

 

〈ご参考〉 

１：Oasisが公表したプレゼンテーション資料についての当社見解のまとめ（2026 年６月５日開示） 

https://www.bm-sms.co.jp/wp-content/uploads/2026/06/20260605_J_summary-of-our-views-on-A-

Better-SMS.pdf 

２：企業価値最大化に向けたロードマップ（2026 年４月 28 日開示） 

https://www.bm-sms.co.jp/wp-content/uploads/2026/04/roadmap_to_FY30.pdf 

３：「企業価値最大化に向けたロードマップ」に関する補足説明（2026 年５月 22 日開示） 

https://www.bm-sms.co.jp/wp-

content/uploads/2026/05/20260522_J_supplementary_explanation_on_roadmap.pdf 

 

以 上 
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【ご留意事項】 

本資料は、Oasis 6/10 資料に対する当社見解を説明することを企図しております。本資料は、

当社定時株主総会の議案に関して、株主の皆様に、当社又は第三者による議決権の代理行使を勧

誘するものではありません。 

本資料に記載の当社由来の情報以外の情報は、公に利用可能な情報に基づき作成されておりま

す。しかしながら、当社は、当該情報の正確性、確実性、完全性について保証するものではな

く、当該情報に基づく判断について、何らの責任を負うものではありません。 

本資料は、当社のビジネス・業界の動向に関する当社の現時点の計画、見積もり、見込み及び

予測に基づく将来見通しについても言及しております。当該将来の見通しは、様々なリスクや不

確実性の影響を受けます。 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が 2026年６月 12日現在入手

している情報、及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として

約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により本資料に記載の将

来に関する記述と大きく異なるものとなる可能性があります。 


